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　「育てよう美しい花と優しい心」をスローガンに、

5月10日、西小学校で人権の花運動の植えつけ式を

開催しました。 

 この運動は、花を育てながら命の大切さや思いや

りなど「人権尊重の精神」を育むことを目的に、名

護人権啓発活動地域ネットワーク協議会の、地域人

権啓発活動活性化事業の一環として、伊江小学校及

び西小学校で展開されています。 

 今回の人権の花運動では、メランポジウムという

花を選定しました。メランポジウムには「元気」「あな

たはかわいい」「小さな親切」という花言葉があり、

人権の花にぴったりです。7月～11月にかけての長

い間、つぎつぎと小さく黄色い花をぽんぽんと咲かせ、

黄色い花と、緑の葉のコントラストがひときわ目を

引くとてもすてきな花です。 

 児童みんなで一生懸命協力して、7月に行う伊江小

学校での開花式には、美しい花と優しい心を咲かせ

るよう頑張っていきます。 

村の世帯数と人口の比較（5月31日現在） 
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期間中、３万5千人余のお客様が伊江島ゆり祭りをお楽しみいただきました！ 
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（4） 伊江島広報 

しゃこがい類 

いせえび類（体長18cm以下）、ヒメジャコ（殻長８cm以下）、シャゴウ（殻長15cm以下）、ヒレジャコ（殻長

20cm以下）、ヒレナシジャコ（殻長30cm以下）、チョウセンサザエ（口径３cm以下）、ヤコウガイ（口径６cm以

下）、サラサバテイ（殻の短径６cm以下）、ギンタカハマ（殻の短径６cm以下）、クロチョウガイ（殻高10cm以

下）、マベ（殻高10cm以下）、エラブウナギ（体長60cm以下）、ウナギ（体長10cm以下） 

禁止期間 

体長制限 

沖縄県漁業調整規則での禁止事項 

しゃこがい類（６月１日から８月31日まで）　いせえび類（４月１日から６月30日まで） 

これを守らないと、沖縄県漁業調整規則違反として最高で10万円の罰金と６ヶ月以下の懲役をあわせた罪に問われます!!

取らないで下さい！ 漁業者からのお願いです！ ※その他にも、モズク、オゴノリ等があります。 

　漁業者は漁業権により、日々、皆さんの食卓に水産物を提供するために漁業をしています。これらの種
類を取ったり、漁業者の操業の邪魔をすると、漁業権の侵害として訴えられ、最高で20万円以下の罰金と
いう罪に問われることがあります。 

また、これらの種類は、重要な水産資源ですから、たとえ漁業者であっても、取ることができない以下のルールがあります。 

その 
ルールとマナー 

（資料提供）沖縄県水産課　漁業管理班 

海に親しむ皆様へ 海に親しむ皆様へ 海に親しむ皆様へ 海に親しむ皆様へ 

守ってください 　水上バイクやダイビング、釣りを楽しむ場合は、操業中の漁船や漁業者または、定置
網、養殖用のイカダの周囲から離れて行いましょう。 
　「資源に限りあることを考え、必要以上に魚介類を獲ることは避けましょう。」 
　釣りで残ったまきえや釣り糸、空き缶やビニール袋などのゴミは、海に捨てずに必ず
持ち帰りましょう。 

労働安全衛生法に基づく　平成23年度６月講習会のご案内 

※申込は先着順の受付とし、定員になり次第締め切らせて頂きます。 
※受講者が少ない場合は、中止又は延期になる場合があります。予めご了承下さい。 
※講習規定により遅刻、早退、欠席者は失格となりますのでご注意下さい。 
※顔写真２枚（縦３㎝×2.4㎝ポラロイド、デジタルカメラ撮影不可）必要となりま
すのでお申込み時に提出して下さい。 
※お支払い頂いた受講料は、払いもどしできませんのでご了承下さい 

フォークリフト運転 初心者10名・経験者30名 

初心者：５日間 
￥45,075 

（テキスト代込み） 

経験者：２日間 
￥14,075 

（テキスト代込み） 

お問い合わせ先 
（社）沖縄県労働基準協会　北部支部 
　　　　名護市宇茂佐1399-2（北部会館４Ｆ） 
 TEL.0980-54-4700

※【経験者】フォークリフト運転経験３ヶ月以上有る者（申込順で組み分けします） 

学　　科 コ　ー　ス 

6/27（月） 
9：00～18：00

北部会館３Ｆ 
（名護市宇茂佐） 

実　　技 

最大荷重1ｔ以上のフォークリフトの運転業務（道路上の走行を除く） 

初心者　6/28（火）～7/1（金）４日間　9：00～17：00 

経験者　6/28（火）29（水）30（木）経験者はいずれか1日 
　　　　9：00～17：00 

ところ：ネオパークオキナワ駐車場（名護市字名護） 

住宅用火災警報器について 
　消防法の改正により、平成23年６月１日より義務化された住宅用火災警報器に関して、伊江村では住宅
火災を早期発見し、村民の生命及び財産を守り、安心・安全なむらづくりを推進します。 
※原則として、寝室と、他階にも寝室がある場合は階段への設置が必要です。詳しくは、役場総務課または、
消防団へお問い合わせください。 
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平成23年度危険物安全週間推進標語 

● 家の周りを保全する 
　雨戸や屋根を補強する。アンテナはしっかり固
定する。鉢植えや物干し竿など、飛ばされそうな
ものは屋内へ移動させるか固定を。プロパンガス
のボンベもしっかり固定する。ブロック塀や外壁
のひび割れや亀裂は補強する。側溝や排水溝は掃
除し、水の流れをスムーズにしておきましょう。 
 

● 停電に備える 
　懐中電灯や携帯ラジオ、予備の電池を準備して
おきましょう。 
 

● 断水に備える 
　飲料水を確保する。また、浴槽に水を張るなど
して、トイレなどの生活用水の確保も。 
 

● 窓ガラスを補強する 
　外から板などで補強したり、ガラスが飛ばない
ように内側からカーテンを引きましょう。 

● 気象情報に注意する 
　テレビやラジオで発表される気象庁からの警報・
注意報や、消防団、村内防災無線からの情報に注
意しましょう。 
 

● むやみに外出しない 
　台風が接近しているときや、豪雨の危険性があ
るときは、むやみに外出しないようにしましょう。 
 

● 安全な場所に避難する 
　被害が想定される場合には、事前に子どもや高
齢者、病人などを安全な場所に避難させておきま
しょう。 

　台風や豪雨は、正確な気象情報を収集し、予想される事態への対策をとることで、被害を最小限にとど
めることができます。以下のポイントを踏まえて事前に準備しましょう！ 

　今日、石油類をはじめとする危険物は、事業所等において幅広く利用されるとともに、国民生活に深く

浸透し、その安全確保の重要性は益々増大しています。このため、事業所における自主保安体制の確立を

呼びかけるとともに、広く国民の危険物に対する意識の高揚と啓発を図ることとしたものです。 

　危険物施設においては、日常点検を実施する際には異常を見過ごすことのないよう点検の推進をお願いし

ます！ 

緊急時には役場　49-2001まで！ 

台風襲来の季節です！ 台風襲来の季節です！ 

　地デジを見るためには、デジタルテレビに買い換える、または、チューナーを買い足すなどの準
備が必要になります。総務省及び沖縄県による補助申請が、７月24日消印までとなっています。 
　詳細はデジサポ沖縄または役場総務課までお問い合わせください。 

デジサポ沖縄：098-993-1002　役場総務課　49-2001 
<<<地デジ受信の準備をお急ぎください>>>

アナログテレビ放送は７月24日に終了します 

【危険物】とは？ 
　消防法で定められているもので、一般的に次のような危険性を持った物品をいいます。 
　１．火災発生の危険性が大きい 
　２．火災拡大の危険性が大きい 
　３．消火の困難性が高い 
　※私たちの身近なものでは、ガソリン・灯油・油性塗料などがあります。 

「危険物無事故のゴールは譲れない！」 「危険物無事故のゴールは譲れない！」 「危険物無事故のゴールは譲れない！」 
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平成 

23年度
 
土づくり運動 
について 土壌診断の実施 

受付期間 ６月１０日（金）～６月２３日（木） 

申込書 役場農林水産課・JA集出荷場（第１） 

提出期間 
上記期間内に申込書へ必要事項をご記入の上 
土壌サンプルをJA集出荷場（第１）へ提出して下さい。 

◎土壌サンプル採取後、約１週間 程度乾燥する必要があるため、 

　早めに採取して下さい（申請書に採取説明があります） 

◎太陽の花、JA花卉部会に関しては組合で自主的に行いますので、 

　組合の方へお問い合わせ下さい。 

※　北部12市町村一斉に行いますので“期間厳守”でお願いします。 

応募受付期間 

応募方法 

窓口応募受付場所 
及び問合せ先 

応募資格 沖縄県在住の満18歳以上の方で、過去1年間に応募していない方 

24時間通年受付中 
通年受付中　午前9時から午後4時30分 
(但し土曜。日曜、祝日及び 
 12月29日～翌年1月3日を除く)

インターネット又は窓口のいずれか1回の応募で有効 

労務管理機構のホームページ 
http//www.lmo.go.jpを開き【求人情報】 
の【沖縄における事前募集】をご覧下さい 

指定の応募用紙に 
必要事項を記入のうえ、 
お申し込み下さい。 

独立行政法人 駐留軍等労働者労務管理機構　沖縄支部管理課 

沖縄県中頭郡嘉手納町字屋良1058番地l　TEL 098-921-5532

肥料コスト低減には、まず適正な
施肥量を把握することが大切で
す。 
土壌診断を行い、自分の畑がどん
な状態にあるか確認しましょう！ 

平成23年
度 

インター 
ネット 

窓口 
応募 

インター 
ネット 

窓口 
応募 

土づくりの円滑な推進

をはかるため、県、市町

村（北部12市町村）、関

係団体で連携し土壌診

断を実施します。 

※全農家が 
　対象です。 

自衛官募集案内 平成23年度 

■募集項目：自衛隊一般曹候補生 

■受験資格：18歳以上27歳未満の者 

■受付期間：８月１日～９月９日 

■試 験 日：1次試験　９月17日 

■合格発表：1次合格　９月30日 

■募集項目：自衛官候補生（男子・女子） 

■受験資格：18歳以上27歳未満の者 

■受付期間：８月１日～９月９日 

■試 験 日：男子　９月24日 

　　　　　　女子　９月25日 

■合格発表：男子　未定 

　　　　　　女子　11月10日　 

問い合わせ：沖縄地方協力本部　名護地域事務所 
1 0 9 8 0 - 5 2 - 4 0 6 4  

H P：h t t p : / / www . m o d . g o . j p / p c o / o k i n a w a /  
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保健師だより 

③こまめに水分を補給しましょう。 
　暑い日には、知らず知らずにじわじわと汗をかいてい

ますので、活動にかかわらずこまめに水分を補給しまし

ょう。また、アルコールは尿の量を増やし体内の水分を

排泄してしまうため、汗で失われた水分をビールなどで

補給しようとする考え方は誤りです。 

⑤暑さに備えた体作りをしましょう 
　暑い日が続くと、身体がしだいに暑さに慣れて、暑さ

に強くなります。この慣れは日頃からウォーキングなど

で汗をかく習慣を身につけていれば、夏の暑さにも対抗

しやすくなり、熱中症にもかかりにくくなります。 

 

②服装を工夫しましょう。 
　皮膚表面まで風通しがよく、汗を吸って服の表面から

蒸発させることができるものが理想です。 

　太陽光の下では熱を吸収して暑くな

る黒色系の素材は避けた方がよいでし

ょう。 

④急に暑くなる日に注意しましょう 
　人間が上手に発汗できるようになるには暑さへの慣れ

が必要です。体温が上がるのを防ぐために３～４日、熱

けいれんなどの症状が出ないように、身体が調整出来る

ようになるまでに３～４週間必要です。そのため、暑く

なり始めや熱帯夜の翌日は注意しましょう。 

⑥個人の条件を考慮しましょう。 
　熱中症の発生には、その日の体調が影響します。暑さ

に対して最も重要な働きをする汗は、血液中の水分と塩

分から作られます。脱水状態や食事抜きといった状態の

まま暑い環境に行くことは、絶対に避けなければなりま

せん。特に二日酔いの人は非常に危険です。 

熱中症は気温などの環境条件だけではなく、人間の体調や暑さに 

対する慣れなどが影響して起こります。気温がそれほど高くない日でも、 

湿度が高い・風が弱い日や、体が暑さに慣れていない時は注意が必要です。 

①暑さを避けましょう。 
　　　・日陰を選んで歩く 

　　　・ブラインドやすだれを垂らす。 

　　　・日傘をさす。 

　　　・帽子をかぶる。 

　　　・扇風機や空調（エアコン）を使う。 

⑦集団活動の場ではお互いに配慮しましょう。 
　　　・責任者は休憩時間 

　　　・場所の確保をする。 

　　　・個人の体調を観察する。 

　　　・体調不良を気軽に相談できる雰囲気をつくる 

　　　・体調不良は正直に申告する。　 

高齢者への注意点 

　高齢者は温度に対する感覚が弱くなるため

に、室内でも熱中症になることがあります。

そのため、室内に温度計を置き、こまめに水

分を補給することを心がけましょう。 

お問い合わせ：福祉保健課　49-2234、49-5000

熱中症の予防法 

～メッシュだより～  ～メッシュだより～  

認定ＮＰＯに認定されました。 ① 

名護事務所再開 ② 

メッシュヘリ耐空検査 ③ 

認定NPO法人メッシュ・サポート名護事務所 

名護市宇茂佐1712－3番地（北部医師会病院内） 

電 話　０９８０－５４－１００６ 

認定ＮＰＯとは、国税庁長官から認定された団体です。
県内では２番目の認定となり、寄付金について課税上有
利になるなど恩恵が受けられます。 

約１年ぶりに名護事務所再開しスタッフ２名が常駐して
います。北部地域の皆様に親しみをもって支えていただ
けるよう頑張ります。お近くをお越しの際は、お気軽に
お立ち寄り下さい。 

メッシュヘリは航空法に定められた耐空検査の為、平成
２３年６月初旬まで運休となります。その間は沖縄県ド
クターヘリやＭＥＳＨドクターカーでの対応になります。 
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三
月
二
十
日（
日
）に
県
医
師
会
の
第
二

陣
と
し
て
、
那
覇
空
港
を
出
発
し
た
。

我
々
の
メ
ン
バ
ー
は
私
を
含
む
六
名
。

宮
古
島
の
下
地
診
療
所
か
ら
打
出
啓
二
医

師
と
事
務
の
佐
久
間
卓
君
、
皮
膚
科
で
開

業
さ
れ
て
い
る
桑
江
朝
二
郎
医
師
、
豊
見

城
中
央
病
院
勤
務
の
上
山
か
お
り
看
護
師

と
上
仁
香
奈
看
護
師
で
あ
る
。

打
出
医
師
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
世

界
各
地
の
災
害
を
経
験
し
て
お
り
、
頼
も

し
い
存
在
で
あ
る
。
佐
久
間
君
は
自
衛
隊

出
身
で
、過
酷
な
環
境
は
も
の
と
も
し
な
い

強
者
で
、こ
れ
か
ら
の
一
週
間
は
皆
の
食
料

調
達
の
要
と
な
る
。
桑
江
医
師
は
岩
手
医

科
大
学
出
身
で
、
思
い
出
も
多
い
土
地
と

の
こ
と
。
土
地
勘
を
働
か
せ
有
力
な
情
報

を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、

皮
膚
科
の
専
門
性
を
生
か
し
な
が
ら
、子
ど

も
達
に
風
船
の
芸
を
披
露
し
、
被
災
地
の

子
ど
も
達
に
笑
顔
を
提
供
し
て
く
れ
た
。

上
山
看
護
師
は
整
形
外
科
病
棟
で
働
い
て

い
る
。テ
キ
パ
キ
し
た
動
き
と
心
遣
い
で
診

療
以
外
で
も
助
け
て
く
れ
た
。
上
仁
看
護

師
は
普
段
は
循
環
器
病
棟
で
働
く
が
、
被

災
地
で
の
過
酷
な
環
境
の
中
で
、
彼
女
独

特
の
雰
囲
気
で
我
々
を
和
ま
せ
て
く
れ
た
。

三
月
十
一
日
（
金
）
に
津
波
・
地
震
が

東
日
本
を
襲
っ
た
と
き
、
私
は
テ
レ
ビ
で

そ
の
情
景
と
人
々
の
姿
を
見
て
涙
せ
ず
に

は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
以
前
、
新
潟
中
越

地
震
や
台
湾
地
震
で
の
医
療
支
援
の
経
験

が
あ
る
が
、
今
回
は
伊
江
島
と
い
う
離
島

か
ら
支
援
に
行
く
の
は
困
難
だ
ろ
う
と
あ

き
ら
め
て
い
た
。
土
・
日
に
島
で
救
患
対

応
を
し
、
月
・
火
と
日
常
の
外
来
を
こ
な

し
な
が
ら
も
、
東
日
本
震
災
へ
の
思
い
は

徐
々
に
強
く
な
っ
て
い
た
。
い
て
も
た
っ

て
も
い
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
だ
ろ
う

か
、
十
五
日.

（
火
）の
午
後
、
気
が
つ
い
た

時
に
は
県
医
師
会
に
電
話
を
入
れ
て
い
た
。

ち
ょ
う
ど
第
二
陣
の
募
集
を
行
う
と
こ
ろ

と
の
こ
と
で
、
私
の
電
話
で
の
派
遣
の
申

し
入
れ
を
快
く
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
。

す
ぐ
に
、
伊
江
島
で
の
医
師
応
援
の
調

整
を
し
、
何
と
か
私
の
不
在
中
の
診
療
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
の
応

援
が
な
け
れ
ば
こ
の
派
遣
は
実
現
で
き
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。

我
々
は
、
羽
田
で
飛
行
機
を
乗
り
換
え
、

花
巻
空
港
に
午
後
五
時
頃
に
着
く
。
箱
詰

め
の
多
く
の
物
資
（
薬
品
、
食
品
な
ど
）

を
自
衛
隊
の
車
両
に
移
す
。
汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
花
巻
の
ひ
ん
や
り
し
た
空
気
を

肌
に
感
じ
る
。

車
両
の
後
に
座
っ
て
現
地
に
向
か
う
。
真

っ
暗
な
幌
の
つ
い
た
後
部
車
両
の
中
で
、
隙

間
か
ら
吹
き
込
む
冷
た
い
風
に
東
北
の
寒
さ

が
徐
々
に
身
に
し
み
て
き
た（
写
真
①
）。

釜
石
市
を
経
由
し
て
海
岸
沿
い
に
大
槌

町
に
向
か
う
の
だ
が
、
幌
の
ビ
ニ
ー
ル
の

窓
か
ら
災
害
地
の
悲
惨
な
情
景
が
暗
闇
の

中
に
徐
々
に
広
が
っ
て
き
た
。
大
槌
町
内

に
よ
う
や
く
入
り
、
自
衛
隊
員
も
道
に
迷

い
な
が
ら
、
自
家
発
電
で
唯
一
灯
り
の
と

も
る
大
槌
町
の
城
山
体
育
館
に
到
着
し
た

の
は
夜
の
八
時
過
ぎ
だ
っ
た
。

第
一
陣
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
迎
え
て
く

れ
、
出
口
医
師
か
ら
申
し
送
り
を
受
け
る
。

そ
の
日
は
温
か
い
け
ん
ち
ん
汁
を
ご
ち
そ

う
に
な
る
。
温
か
い
食
料
が
あ
っ
た
の
は

意
外
だ
っ
た
。
早
々
と
寝
袋
に
入
る
が
、

あ
ま
り
の
寒
さ
に
時
々
目
を
覚
ま
す
。
夜

中
二
時
頃
、
余
震
で
建
物
が
揺
れ
る
の
を

感
じ
る
。

明
け
方
、
六
時
過
ぎ
に
は
目
が
覚
め
る
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
一
口
だ
け
口
に
含

み
歯
磨
き
を
し
、
顔
は
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
で
拭
く
。

外
に
出
て
、
町
を
見
渡
し
、
そ
の
悲
惨

な
情
景
に
息
を
の
む
。
近
く
の
小
学
校
の

校
庭
に
は
津
波
で
流
さ
れ
て
き
た
車
が
散

在
し
て
い
た
（
写
真
②
）。
裏
山
の
方
か
ら

は
町
全
体
が
見
渡
せ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
建

物
は
残
っ
て
い
な
い
（
写
真
③
）。
大
槌
町

は
津
波
と
同
時
に
火
災
も
同
時
に
発
生
し

て
お
り
、
そ
の
焼
け
跡
は
手
つ
か
ず
の
状

態
だ
っ
た
（
写
真
④
）。

電
気
は
東
北
電
力
の
自
家
発
電
で
ま
か

な
っ
て
お
り（
写
真
⑤
）
、
避
難
所
に
水
は

支
給
さ
れ
て
い
た
が（
写
真
⑥
）
、
付
近
の

民
家
は
川
の
水
を
利
用
し
て
い
た
（
写
真

⑦
）。
体
育
館
内
の
ト
イ
レ
は
水
が
使
え
ず
、

紙
で
包
ん
で
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
ひ
と
ま
と
め

に
し
て
い
た
（
写
真
⑧
）。
体
育
館
内
の
ト

イ
レ
は
避
難
者
用
と
考
え
、
我
々
は
外
の

簡
易
ト
イ
レ
（
名
古
屋
か
ら
の
イ
ス
ラ
ム

教
徒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
設
置
）
を
ほ

と
ん
ど
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
（
写
真
⑨
）。

体
育
館
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
は

約
七
〇
〇
名
で
、
二
階
に
は
自
衛
隊
、
救

急
隊
、
役
場
職
員
の
大
槌
町
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
て
い
た
。

夜
は
、
救
護
所
の
床
の
上
で
仮
眠
を
取

っ
た
（
写
真
⑩
）。

以
下
、
一
週
間
の
活
動
状
況
を
記
す
。

三
月
二
十
一
日
（
月
）

外
来
は
、
六
十
七
名
。
高
血
圧
、
糖
尿

病
な
ど
慢
性
疾
患
の
方
が
多
く
、
必
要
最

低
限
の
内
服
薬
を
二
〜
三
日
間
分
ず
つ
処

方
す
る
。
他
に
、
発
熱
な
ど
の
感
冒
症
状

も
あ
る
。

カ
ル
テ
は
一
人
一
人
に
診
療
録
を
作
成

し
、
前
回
の
受
診
状
況
が
わ
か
る
よ
う
に

す
る
。

往
診
は
、
か
み
よ
・
稲
穂
会
館
と
小
槌

多
目
的
集
会
場
の
二
カ
所
。
発
熱
、
腹
痛

の
方
を
診
察
す
る
。

午
後
六
時
三
十
分
よ
り
地
元
の
保
健
師

さ
ん
五
名
を
交
え
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

始
す
る
（
写
真
⑪
）。
彼
女
ら
は
被
災
以
来
、

こ
の
避
難
所
で
働
き
自
宅
に
は
戻
っ
て
い

な
い
。
ま
た
、
そ
の
自
宅
も
流
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
彼
女
ら
か
ら
被
災
当
時
の

状
況
が
生
の
声
で
伝
え
ら
れ
、
我
々
は
言

葉
も
な
く
、
た
だ
耳
を
傾
け
る
だ
け
だ
っ

た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
後
、
ス
タ
ッ
フ
は

お
互
い
感
じ
た
も
の
が
あ
り
、
こ
の
人
た

ち
の
た
め
に
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

で
一
つ
に
な
っ
た
。

毎
日
の
診
療
の
記
録
を
そ
の
日
の
う
ち

に
ま
と
め
、
翌
日
に
釜
石
市
の
合
同
庁
舎

か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
送
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の

な
か
に
現
在
不
足
す
る
医
療
品
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
す
る
。

通
信
手
段
は
衛
星
電
話
を
持
ち
込
み
、

県
医
師
会
と
の
交
信
は
可
能
と
な
っ
て
い

た
。

三
月
二
十
二
日
（
火
）

外
来
は
六
十
九
名
。
昨
日
の
脳
梗
塞
疑

い
の
方
は
点
滴
と
内
服
に
て
症
状
が
改
善

し
て
い
る
。

心
臓
手
術
後
の
六
ヶ
月
の
男
児
の
発
熱

症
状
も
改
善
。

往
診
は
ケ
ア
プ
ラ
ザ
大
辻
あ
か
ね
会

二
十
二
名
。
骨
折
の
患
者
を
製
鉄
記
念
病

院
へ
搬
送
。

避
難
所
は
各
地
に
散
在
し
、
大
槌
町
で

三
十
六
カ
所
。
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
が

な
く
動
け
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
日
は

こ
の
地
区
に
津
波
警
報
が
で
た
よ
う
だ
が
、

我
々
に
は
情
報
が
な
か
っ
た
。
後
か
ら
注

意
報
に
変
わ
っ
た
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

昼
に
岩
手
県
釜
石
医
師
会
長
の
小
泉
嘉

明
医
師
と
副
会
長
が
訪
問
。
地
元
の
小
児

科
医
の
藤
井
医
師
も
挨
拶
に
来
ら
れ
る
。

ま
た
、
沖
縄
の
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
代
表
の
小
濱
医

師
も
挨
拶
に
来
ら
れ
る
。

避
難
所
の
個
人
宅
に
は
自
衛
隊
が
訪
問

し
避
難
者
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
が
、
個

人
宅
に
は
物
資
が
届
い
て
い
な
い
と
の
こ

と
。集
会
場
ま
で
取
り
に
く
る
よ
う
に
呼
び

か
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

三
月
二
十
三
日
（
水
）

外
来
八
十
名
。小
児
の
熱
性
け
い
れ
ん
、右

膝
挫
傷
、左
足
膿
瘍
な
ど
も
あ
る
。患
者
利
用

の
巡
回
バ
ス
も
開
始
と
な
り
、午
前
中
の
初

未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
た
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
。
岩
手
・
宮
城
・
福

島
県
を
中
心
に
壊
滅
的
な
被
害
が
広
が
る
中
、現
地
の
民
医
連
病
院
・
診
療
所
で

は
必
死
の
医
療
活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。
全
日
本
民
医
連
は
「
全
国
の
心
を
一

つ
に
支
援
を
」
と
呼
び
か
け
、
各
県
連
で
支
援
団
が
組
織
さ
れ
続
々
と
被
災
地

に
入
っ
て
い
ま
す
。
伊
江
村
診
療
所
所
長
阿
部
好
弘
先
生
は
テ
レ
ビ
で
見
る
被

災
地
の
生
々
し
い
実
態
に
、
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず
自
ら
志
願
し
、
現
地

で
の
医
療
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
被
災
地
で
の
活
動
報
告
を
掲
載
致
し
ま
す
。

（8）伊江島広報



診
の
方
も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。

往
診
六
十
六
名
。
金
沢
支
所
、
金
沢
改

善
セ
ン
タ
ー
の
二
カ
所
。
慢
性
疾
患
の
処

方
が
ほ
と
ん
ど
。
避
難
所
で
の
生
活
に
疲

れ
て
い
る
は
ず
な
の
だ
が
、
お
年
の
方
々

の
明
る
い
笑
顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。
一
人

一
人
の
訴
え
を
十
分
に
聞
き
、少
し
で
も
彼

ら
の
気
持
ち
が
安
ら
ぐ
よ
う
に
対
応
し
た
。

本
日
よ
り
、
町
の
つ
く
し
薬
局
が
救
護

所
の
隣
で
開
設
す
る
。
今
ま
で
と
違
い
、

処
方
の
手
間
が
な
く
な
り
、
か
な
り
当
方

の
負
担
が
減
っ
た
。
小
児
の
上
気
道
炎
な

ど
の
約
束
処
方
も
取
り
決
め
、
薬
剤
の
調

達
が
現
地
で
可
能
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

午
後
五
時
か
ら
、
釜
石
市
対
策
本
部
で

の
会
議
に
参
加
（
写
真
⑫
）。
各
避
難
所
の

状
況
確
認
と
医
師
派
遣
の
調
整
を
行
っ
て

い
る
。
対
策
本
部
の
小
田
島
さ
ん
か
ら
今

後
の
予
定
を
聞
か
れ
、
現
在
第
五
陣
ま
で

の
派
遣
チ
ー
ム
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
伝
え
る
。
引
き
続
き
の
医
療
支
援
を
お

願
い
さ
れ
る
。

保
健
師
さ
ん
の
お
一
人
が
、
流
さ
れ
た

家
の
中
か
ら
唯
一
、
結
婚
式
の
時
の
ア
ル

バ
ム
が
見
つ
か
っ
た
と
う
れ
し
そ
う
に
報

告
し
て
く
れ
た
。
そ
の
ア
ル
バ
ム
は
、
泥

と
火
災
で
真
っ
黒
に
な
っ
て
い
た
が
、
中

は
か
ろ
う
じ
て
写
真
が
残
っ
て
い
た
。
彼

女
の
数
ヶ
月
前
に
な
く
な
ら
れ
た
父
親
の

写
真
も
残
っ
て
お
り
、
大
切
そ
う
に
写
真

を
乾
か
し
て
い
た
。

三
月
二
十
四
日
（
木
）

外
来
五
十
九
名
。
慢
性
疾
患
の
処
方
。

上
気
道
園
、
花
粉
症
が
多
い
。

往
診
二
十
七
名
。
大
ヵ
口
集
会
場
。
上

気
道
炎
が
多
い
。
時
間
外
七
名
。

弓
道
場
で
医
療
活
動
を
さ
れ
て
い
る
地

元
の
植
田
医
師
が
来
ら
れ
、
お
互
い
の
労

を
労
う
。

午
後
五
時
の
対
策
本
部
に
出
席
。
各
避

難
所
に
複
数
の
チ
ー
ム
が
入
っ
て
い
る
た

め
、
調
整
を
お
願
い
す
る
。
大
槌
高
校
の

救
護
所
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
、
被
災
当
時

か
ら
大
槌
病
院
の
職
員
が
働
い
て
い
た
が
、

疲
労
と
家
族
の
確
認
な
ど
の
た
め
明
日
か

ら
休
み
に
入
る
。
そ
の
か
わ
り
大
阪
府
医

師
会
が
常
駐
す
る
こ
と
に
な
る
。

午
後
七
時
か
ら
保
健
師
三
名
を
含
む
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
で
、午
後
に
開
催
さ
れ
た
地
元

開
業
医
に
よ
る
会
議
の
報
告
が
あ
る
。
一
カ

所
に
医
師
が
常
駐
す
る
よ
り
各
ヶ
所
に
医

師
を
展
開
さ
せ
、地
域
住
民
が
歩
い
て
受
診

が
で
き
る
体
制
が
い
い
と
の
事
。
そ
の
た

め
、被
災
に
あ
っ
た
地
元
開
業
医
は
避
難
地

区
を
中
心
に
医
療
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

ま
た
、
今
後
、
大
槌
地
区
に
は
大
槌
病
院

が
必
要
と
い
う
声
が
出
て
い
る
事
か
ら
、

仮
設
の
病
院
の
話
が
で
て
い
る
。
し
か
し

そ
の
道
の
り
は
長
く
、
我

（々
沖
縄
県
医
師

会
）
は
、
地
元
の
診
療
の
再
建
を
願
い
、

そ
の
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
う
。

三
月
二
十
五
日
（
金
）

外
来
七
十
名
。時
間
外
二
名
。
往
診
な
し
。

一
歳
児
の
嘔
吐
に
よ
る
脱
水
症
状
が
あ

り
点
滴
に
て
症
状
改
善
。
統
合
失
調
症
の

五
十
八
歳
女
性
を
桑
江
医
師
が
保
健
師
と

と
も
に
釜
石
厚
生
病
院
へ
搬
送
。

午
後
六
時
四
十
分
に
隣
の
避
難
所
で
吐

血
・
出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
の
患
者
が
発
生
。

小
山
看
護
師
が
輸
液
を
確
保
し
、
呼
吸
状

態
が
悪
い
た
め
打
出
医
師
も
伴
い
製
鉄
記

念
病
院
へ
搬
送
す
る
。

午
後
五
時
の
釜
石
市
対
策
本
部
へ
私
と

上
仁
看
護
師
、
佐
久
川
事
務
担
当
が
参
加

す
る
。

午
後
七
時
は
地
元
の
保
健
師
三
名
と
宮

崎
保
健
所
の
保
健
師
三
名
を
交
え
て
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
。
避
難
所
内
で
の
感
冒
症
状
、

血
圧
上
昇
が
あ
り
救
護
所
の
受
診
を
進
め

て
い
る
。
被
災
者
へ
の
イ
ソ
ジ
ン
ガ
ー
グ

ル
の
配
布
を
す
る
。
屋
外
の
ト
イ
レ
に
消

毒
薬
を
設
置
す
る
。
医
療
廃
棄
物
は
持
ち

帰
る
事
に
し
、
明
日
宅
急
便
で
沖
縄
へ
送

る
事
に
す
る
。

午
後
八
時
に
第
三
陣
が
無
事
到
着
。保
健

師
さ
ん
達
へ
の
紹
介
と
申
し
送
り
を
行
う
。

三
陣
に
持
っ
て
き
て
も
ら
っ
た
ア
ル
バ

ム
を
、
先
日
の
保
健
師
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
。

夜
中
、
二
時
頃
に
不
眠
症
状
の
方
が
救

護
所
を
受
診
さ
れ
る
。
胸
が
ド
キ
ド
キ
す

る
な
ど
の
不
安
症
状
も
伴
っ
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
。

三
月
二
十
六
日
（
土
）

午
前
中
は
、
第
三
陣
に
引
き
継
ぎ
を
兼

ね
て
診
療
を
行
う
。

午
後
に
、
こ
の
一
週
間
我
々
の
医
療
活

動
を
支
え
て
下
さ
っ
た
、
い
つ
も
明
る
い

笑
顔
の
保
健
師
さ
ん
や
薬
局
の
方
が
た
に

別
れ
を
伝
え
て
、
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思

い
で
帰
路
に
向
か
っ
た
（
写
真
⑬
）
。こ
の

被
災
地
で
明
る
く
前
向
き
に
頑
張
る
彼
ら

の
姿
に
は
、
本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い
で

あ
り
、
き
っ
と
復
興
の
道
が
開
け
る
と
の

希
望
が
見
え
た
。

最
後
に
、
こ
の
度
、
災
害
医
療
支
援
の

機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
県
医
師
会
の
皆

様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
不

在
中
の
伊
江
村
診
療
所
の
ス
タ
ッ
フ
、
不

在
中
の
支
援
を
下
さ
っ
た
北
部
地
区
医
師

会
病
院
救
急
部
と
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ

ー
の
諸
見
医
師
、
ま
た
現
地
で
共
に
仕
事

を
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
感
謝
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
活
動
が
地
元
の
本
当
の
復

興
に
長
く
支
援
し
て
い
く
事
が
で
き
ま
す

事
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

⑧ 

⑬ 

⑫ 
⑪ 

⑩ 

⑨ 

⑦ ⑥ 

⑤ 

④ ③ 

① ② 

⑧ 

⑬ 

⑫ 
⑪ 

⑩ 

⑨ 

⑦ ⑥ 

⑤ 

④ ③ 

① ② 
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　伊江島物産センター運営の伊江島蒸留所の開所式が５月30日に、行われました。
大城村長がバルブを開け蒸留器へ蒸気を送り、ラム酒の本格製造がスタートしま
した。物産センターでは７月末発売予定で製造作業を進めています。 
イエラムサンタマリアと名付けられ、樽で熟成させたゴールドと透明感あるクリ
スタルの二種類があります。本年度のさとうきびの原料確保は72トン、30,000本
の製造を見込んでいて、長い間島の農業を支えてきたサトウキビの、新しい歴史
が始まろうとしています。 

狂犬病注意！！！ 狂犬病注意！！！ 狂犬病注意！！！  
 
 
　狂犬病は、哺乳類や鳥類などすべての恒
温動物に感受性がありますが、特に犬を始め、
キツネ、オオカミ等犬の仲間が感染しやす
いウイルス性の病気です。 
　この病気の恐ろしさは、症状の悲惨なこ
ともさることながら、いったん発生すると
現在の医学でも治療方法は全くなく、その
死亡率が100％に至るところにあります。 
 
◆潜伏期間 
　犬が狂犬病のウイルスに感染し、発病す
るまでのいわゆる潜伏期間は、非常に個体
差がありますが、普通20日から60日であり
平均１ヶ月前後です。 
 
◆症　　状 
　狂犬病にかかった犬の症状は、一般的に
は狂躁時と麻痺時とに分けられ、狂躁時は、
神経過敏・凶暴性を示し、見境なく咬みつ
くようになります。このため、歯を折ったり、
くちびるや舌にケガをして、口から血の混

じった泡や唾液を出します。鳴き声も異常で、
目は大きく見開かれます。 
　麻痺時は狂躁時ほど激しい症状が見られず、
診断がつきにくいことがありますが、頭や
頸の筋肉が麻痺するため、餌を食べること
が難しくなります。この両方の症状が経過
の中で現れます。 
 
◆平成23年度伊江村狂犬病予防注射実施結果 
　５月18日と19日の２日間にかけて狂犬病
予防注射を実施しました。 

　全体の実施率が66.02％で、昨年の53.88
％を12.14％上回りました。 
　村民の狂犬病にたいする関心が高まって
いるのがわかります。しかし、狂犬病予防
接種を実施していない登録犬もいる状況で
すので、今年度中には予防注射を受け、役
場建設課に注射済みの申請をしてください。
（予防注射は、飼い主の義務です!!） 
その場合、注射済票交付手数料として550
円が必要です。 

平成23年ハブ咬症注意報 
　沖縄県より平成23年５月１日から６月
30日までの間、ハブ咬症注意報を発令し、
広く県民や観光客の皆さんがハブ咬症被
害を未然に防止するよう呼びかけています。 
　沖縄県において年間100人前後のハブ
咬症患者が発生しております。伊江村で
は昨年2件のハブ咬症が報告されています。
気温が暖かくなるとハブの行動が活発に
なり、加えて農作業や行楽等で田畑や野
山への出入りが多くなるこの時期に、ハ
ブ咬症被害も多く発生しております。 
 
○ハブの特徴 
①夜行性で薄暗くなってから活動を始
める 
②温暖な沖縄県において冬眠しない 
③タンパク質を分解する出血毒を有し
人体に入ると毛細血管を壊すため、
激しい痛みと腫れをもたらす。 
④体長　平均：1.3ｍ～2.2ｍ 
⑤攻撃範囲は体長の３分の２程度なの
でそれ以上離れると安心 
（例）：体長1.5ｍのハブ攻撃範囲：
1.5ｍ+1ｍ＝2.5ｍ安全域ハブより
2.5ｍより外 
⑥日中の被害は、草地などで休んでる
ハブの攻撃範囲に誤って入った場合
である。（草地の色と同じため確認
が困難な為） 
⑦牙毒は年に数回生えかわる。 

○ハブに咬まれた際の対処法 
①激しい動きをしない（走ったりしな
い！！） 
②身近な人に助けを求めましょう。 
③応急処置として傷口から吸引機等で
毒を繰返し吸い出しましょう。 
※本人の口で毒を吸い出しても人体に
問題ありません。 
※他人の傷口を口で吸引する場合、そ
の他の感染症の恐れがあるため避ける。 
④早急に医療機関で治療を受けましょう 
⑤病院まで時間がかかる場合は、血の
流れを減らす程度にゆるく縛ります。 

 
○行動に関する注意点 
①田畑や野山、草地等への出入りは可能
な限り、靴（長靴）・帽子長袖・長ズボ
ンなどを着用し、肌の露出を避ける。 
②夜間に歩行するさいは、懐中電灯な
どの照明機器を持つようにする。 
③ハブが出現しそうな場所（湿度が高
く、隠れ家となる穴が多い所）では
身の周りを良く確認しましょう。 

 
○ハブについての迷信 
①アカマタのいるところにもハブはいます。 
②ハブはイオウやホウセンカを嫌いません。 
③音が聞こえないヘビは、口笛に引き
寄せられません 
④口で毒を吸うとき、虫歯があっても、
毒を飲み込んでも大丈夫です。 

◆平成23年度  伊江村行政区別狂犬病予防注射実施状況一覧表 

行政区   
台帳登録頭数 
（Ａ） 

新規登 
（Ｂ） 

対象頭数 
（Ｃ） 

（Ａ）+（Ｂ） 

注射済頭数 

（Ｄ） うち新規 

新規登録 
のみ 

済票の配布 
のみ 

未注射 
頭数 

実施率 
（Ｄ）/（Ｃ）×100

平成23年5月23日現在 

東江上 
東江前 
阿　良 
西江上 
西江前 
川　平 
真　謝 
西　崎 
計 

52  
45  
30  
50  
35  
60  
15  
37  
324 

11  
12  
0  
1  
5  
7  
0  
2  
38 

63  
57  
30  
51  
40  
67  
15  
39  
362 

50  
41  
15  
28  
25  
49  
5  
26  
239 

11  
9  
0  
1  
4  
7  
0  
1  
33 

0  
3  
0  
0  
1  
0  
0  
1  
5 

0  
1  
0  
1  
0  
2  
0  
0  
4 

13  
16  
15  
23  
15  
18  
10  
13  
123 

79.37% 
71.93% 
50.00% 
54.90% 
62.50% 
73.13% 
33.33% 
66.67% 
66.02%

ハブに注意！ ハブに注意！ 
沖縄県のハブ類咬症の推移 

2000 
01 
02 
03 
04 
05 
06 
07 
08 
09 
10 
計 

82 
61 
61 
63 
43 
67 
62 
61 
65 
55 
48 
668

種 ハ　ブ 

36 
30 
32 
23 
22 
26 
30 
27 
21 
33 
21 
301

サキシマハブ 

17 
6 
9 
7 
3 
13 
10 
8 
8 
7 
9 
97

ヒメハブ 年 

表-１沖縄県の毒蛇咬症の推移 

図-１沖縄県の毒蛇咬症の推移 

 年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 
件数 0 0 2 0 2

単位：(件)

参考資料：平成22年度抗毒素研究報告書より抜粋 

図-2　伊江村におけるハブ咬症発生状況 

伊江村におけるハブ咬症発生状況 

伊江島産ラム酒の本格製造へ 伊江島産ラム酒の本格製造へ 伊江島産ラム酒の本格製造へ 
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　５月に行われた陸上競技大会において、伊江中学校

生徒や、伊江村出身者が素晴らしい成績に輝きました。

まさに陸上王国伊江村！！８位入賞者記録を掲載しま

す。これからも今回以上に素晴らしい成績を残せる様

頑張っていただきたいです。 

　各区から選抜された優良子牛31頭（去勢牛16頭、

雌牛15頭）が一堂に集い、５月13日に村家畜市場で、

平成23年度伊江村子牛共進会が開催されました。 

　厳選な審査の結果、子牛去勢の部で棚原健三さんの

「藤忠花号」が、子牛雌の部で内間秀喜さんの「かつ

ひめ1号」がそれぞれ優等賞に輝きました。今回は女

性の引き手の方も参加され、会場に華をそえました。

　また、昨年は家畜伝染病口蹄疫の影響で子牛共進会、

５月６月のセリ市の開催中止、再開されたセリ市にお

いても価格の低迷による経営圧迫等、畜産農家にとっ

て大変厳しい年となりましたが、11月に開催された

県畜産共進会では、団体の部で２年振りの優勝、２月

に開催されたおきなわ食と花のフェスティバルにおい

て、伊江畜産青年部会「島牛会」がふるさと100選に

認定される等、県内外から高い評価を受けており、素

牛産地として更なる飛躍が期待されます。 

陸上王国健在！！ 陸上王国健在！！ 陸上王国健在！！ 
平成23年度 

子牛共進会 
平成23年度 

子牛共進会 
平成23年度 

子牛共進会 

第62回沖縄陸上競技選手権大会兼国体選考会 
平成23年５月７日（土）～８日（日）　県総合運動公園　８位入賞者 

男子 

島袋　大和 
富田　忠希 
喜屋武春樹 
蔵下　祐人 
蔵下　祐人 
富田　忠希 
島袋　優太 
大城　大地 
渡久地真悟 
並里　帆貴 
内間未羅之 
金城　義也 
富田　忠希 
蔵下　祐人 
大城　　築 
富田　忠希 

氏　名 順位 種　目 記録 所　　属 
１位 
２位 
４位 
４位 

５位 
 
７位 
６位 
６位 
６位 
８位 
５位 

６位 
 
７位 
８位 

少年Ｂ走幅跳 
少年Ｂ100ｍＨ 
一般三段跳 
一般走幅跳 
400ｍR（１走者） 
400ｍR（３走者） 
400ｍR（３走者） 
一般5000ｍ 
一般100ｍ 
一般棒高跳 
一般棒高跳 
1600ｍR（４走者） 
1600ｍR（３走者） 
1600ｍR（４走者） 
一般ヤリ投 
少年Ｂ100ｍ 

６m11 
17"59 
13m44 
６m61 

43"59 
 

44"40 
15'47"07 
11"11 
４m00 
３m80 
３'35"34 

３'35"34 
 

46m85 
12"13

伊　江　中（３） 
中部商業高（１） 
名 桜 大 学（２） 
中部商業高（２） 
中部商業高（２） 
中部商業高（１） 
中部商業高（１） 
Well.AC 

九州共立大（３） 
沖縄水産高（２） 
南 風 原 高（１） 
沖縄水産高（２） 
中部商業高（１） 
中部商業高（２） 
沖縄水産高（３） 
中部商業高（１） 

女子 

渡久地未波 
金城　　麟 
安里　遥香 
 
渡久地杏奈 
 
 
奈良　愛梨 
 
内間　千畝 
石新　　恵 
石新　　恵 
玉城　佳子 

氏　名 順位 種　目 記録 所　　属 
１位 
３位 
２位 
 
２位 
 
 
４位 
 
６位 
６位 
８位 
８位 

少年Ｂジャベリックスロー 
少年Ｂジャベリックスロー 
一般3000ｍＷ 
７種競技 
 
 
７種競技 
 
 
一般400ｍ 
一般砲丸投 
一般円盤投 
少年B100ｍ 

33m04 
31m28 
15'51"20 
3,597点 
 
 

2,715点 
 
 

69"78 
９m54 
20m45 
14"11

伊　江　中（３） 
伊　江　中（３） 
那 覇 西 高（３） 
那 覇 西 高（３） 

 
 

中部商業高（１） 
 
 

中部商業高（２） 
中部商業高（１） 
中部商業高（１） 
伊　江　中（３） 

100mH 
（16"51） 

走高跳 
（１m25） 

砲丸投 
（８m55） 

200m 
（28"37） 

やり投 
（36m91） 

走幅跳 
（４m95） 

800m 
（２'57"11） 

100mH 
（18"55） 

走高跳 
（１m37） 

砲丸投 
（８m18） 

200m 
（30""24） 

やり投 
（19m55） 

走幅跳 
（４m50） 

800m 
（３'10"10） 

第33回沖縄県中学校陸上競技選手権大会 
平成23年５月21日（土）～22日（日）　沖縄市営陸上競技場　８位入賞者 

島袋　大和 
島袋　大和 
金城　　麟 
島袋　大和 
石新　航洋 
渡久地未波 
金城　　麟 
渡久地未波 
渡久地未波 
石新　航洋 
玉城　佳子 
内間　　凜 
金城　沙希 

氏　名 順位 種　目 記録 所　　属 
１位 
１位 
１位 
２位 
２位 
２位 
３位 
３位 
４位 
５位 
６位 
７位 
８位 

共通走幅跳 
共通三段跳 
共通砲丸投 
共通110ｍＨ 
共通棒高跳 
円盤投 
円盤投 
ジャベリックスロー 
共通砲丸投 
共通400ｍ 
共通走幅跳 
１年走幅跳 
共通走幅跳 

６ｍ18 
12m18 
10m69 
17"18 
3m10 
21m15 
18m67 
34m93 
９m49 
61"09 
４m35 
３m68 
３m99

伊　江　中（３） 
伊　江　中（３） 
伊　江　中（３） 
伊　江　中（３） 
伊　江　中（３） 
伊　江　中（３） 
伊　江　中（３） 
伊　江　中（３） 
伊　江　中（３） 
伊　江　中（３） 
伊　江　中（３） 
伊　江　中（１） 
伊　江　中（２） 

第81回九州学生対抗選手権大会 
平成23年５月21日（土）～22日（日）　熊本県民総合運動公園　８位入賞者 

渡久地真吾 
崎浜　絵美 

氏　名 順位 種　目 記録 所　　属 
８位 
８位 

100m 
10000m

11"02 
36'37"98

九州共立大 
鹿屋体育大 

子牛去勢の部優等　藤忠花 

子牛雌の部　優等　かつひめ１号 

子牛　雌 
等　　級 
優　　等 
一等一席 
一等二席 
二等一席 
二等二席 
二等三席 

◎出品参加頭数15頭 

名　号 
かつひめ1 
しずか 
いくえい 
ただかつ 
ふくこ 
ふくざくら 

区　名 
西江上 
西江前 
東江前 
川　平 
西　崎 
阿　良 

氏　　名 
内間　秀喜 
知念　健次 
内田　　徹 
長嶺　勝次 
知念　治夫 
金城　棟秀 

▲
 

▲ 

平成23年度伊江村子牛共進会入賞牛名簿 
子牛去勢 

等　　級 
優　　等 
一等一席 
一等二席 
二等一席 
二等二席 
二等三席 

◎出品参加頭数16頭 

名　号 
藤忠花 
奈菜波 
秋　冬 
希　波 
俊　太 
牧場王 

区　名 
東江前 
東江上 
西　崎 
西江前 
西　崎 
西江前 

氏　　名 
棚原　健三 
大城　清和 
金城　清司 
内間　ハル 
小橋川嘉範 
小波津一平 
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大城 綾斗（あやと）くん 
性別：男 
生年月日：平成22年6月29日生 
父：大城　純二 
母：大城　郁美 
行政区：川平 
我が家のアイドル。キラキラ輝くお星さま☆ 
その笑顔に皆癒されます。 

満１歳
 

照屋 悠吏（ゆうり）くん 
性別：男 
生年月日：平成22年6月18日生 
父：照屋　奨 
母：照屋　望 
行政区：西崎 
好奇心旺盛なゆうり!!たくましく 
思いやりのある子になりますように★ 

　４月29日に第14回ゆがふいんおきなわ杯争奪国頭地区中学校
野球大会が開催され、伊江中学校野球部が初優勝を果たしました。
大会史上初めて優勝旗が海を渡り、伊江港には多くの保護者や
教育関係者が集まり、野球部員を拍手と歓声で出迎えました。
主将の知念翔大君は「皆さんの応援のおかげで初優勝できました。
これから一試合でも多く戦えるように頑張ります」と今後の抱
負を語りました。 

　第６回リリーカップ沖縄県スナッグゴルフ伊江島大会全国小学生
ゴルフトーナメントスナッグゴルフ沖縄予選が、伊江島カントリー
クラブで開催されました。 
　大会には、村内２小学校と、村外から壷屋小学校・狩俣小学校計
４校が参加して、技を競い合いました。 
　各チーム全国大会の出場権をかけ、全力でプレーし、村内外から
応援にかけつけた保護者らを、素晴らしいプレーで大いに沸かせま
した。 
　また、全国大会の開催予定地であった、福島県富岡町の東日本大
震災及び、福島第一原発の災害からの1日も早い復興を願い、大会
関係者、参加者により復興支援の義援金活動を行いました。 

初 優 勝！！ 初 優 勝！！ 初 優 勝！！ 

見えますか小さな子ども大きな命 見えますか小さな子ども大きな命 見えますか小さな子ども大きな命 

伊江小学校がＪＧＴＯの部で全国への切符をつかみました 伊江小学校がＪＧＴＯの部で全国への切符をつかみました 伊江小学校がＪＧＴＯの部で全国への切符をつかみました 

　幼い子どもの交通事故を無くそうと、５月31日、伊江
村内３保育所で交通安全教室が行われました。 
　本部警察署交通課職員と本部交通安全協会職員2名を講
師に招き、信号機の見方、横断歩道の安全な渡り方、交通
事故の恐ろしさ等を学びました。 
　教室では、腹話術人形のこうちゃんが登場し、園児達と
交通安全について学び、「車に注意する。飛び出しは絶対
にしない。元気良く学校に行く。」と、3つの約束をして、
交通事故にあわないように気をつけますと元気よく約束し
ました。 




